





































































































































































































A 15 1，722 14，40413．9 2，456，44436，446 128．6
B 14 780 8，405 3．2 868，71012，544 44．9
C 29 388 4，426 1．8 511，8417，557 26．1
D 39 196 2，048 1．2 225，9513，265 　　FP6．9
全体 97 575 5，249 3．6 702，16811，020 41．0
岡山 一 1，173 ！2，656 3 L518，93927，576 62．0























和書 洋書 点字 合計 和書 洋書 点字 合計
A 1，346，189 1，110，26096 2，456，544 54．845．20．00 100．0
B 584，027 284，65132 868，71067．232．8 0．00100．0
C 339，521 172，3165 511，84166．3 33．70．00 100．0
D 155，071 70，84534 225，95068．631．40．02 100．0
全体 456，321 292，77535 749，13060．939．10．00 100．0
岡山 974，485 544，4545 L518，93964．235．8 0 100．0











和書 洋書 点字 合計 和書 洋書 点字 合計
A 18，97217，4860．0736，45652．048．0 0．00100．0
B 7，866 4，6770 12，54462．7 37．30 100．0
C 4，773 2，7840．03 7，557 63．236．8 0．OG100．0
D 2，178 1，0870．03 3，265 66．733．30．0010G．0
全体 6β71 4，6480．0311，02057．842．20．00100．0
岡山 16，010 11，5660 27，57658．141．9 0 100．0






































合計 （冊） うち社会科学 （冊） 社会科学書の比率（％）
和書 洋書　　合計 和書 洋書 合計 和書　洋書　合計
A 33，28932，612　65，8959，2927，822 17，11527．9　24．0　26．0
B 16，3069，162　25，4684，775 1，9057，772 29．3　20．8　30．5
C 9，0945，188　14，282，522 1，230 3，75127．7　23．7　26．3
D 5，3362，406　7，7431，420 342 1，762 26．6　14．2　22．8
全体 12，3668，883　21，2493，451 1，990 5，44127．9　22．4　25．6
岡山 24，61612，815　37，4317，1382，474 9，61228．9　19．3　25．7













合計 （種） うち人文・社会 （種） 人文社会系の比率 （％）
和雑誌 洋雑誌 合計 和雑誌 洋雑誌 合計 和雑誌 洋雑誌 合計
A 9，575 8，110 17，6854，1582，1636，23143．4 26．735．7
B 4，4072，5016，9081，910 673 2，58343．3 26．9 37．4
C 2，844‘1，5284，3721，365 483 1，84848．0 31．642．3
D 1，462 620 2，048 703 191 894 48．1 30．8 43．7
全体 3，541 2，3215，8621，609 6532，26245．4 28．1 38．6
岡山 6，210 4，14510，353ユ，934 1，237 3，1371．1 29．8 30．6














教員1人あたり 学生1人あたり 図書館職員 1人あたり
図書 雑誌 図書 雑誌 図書 雑誌
A 38．1冊 10．2種4．6冊 1．2種 512．4冊137．5種
B 32．7 8．9 3．0 0．82 567．2 153．9
C 36．8 11．3 3．2 0．99 547．2 167．5
D 39．5 29．9 3．8 1．0 458．1 121．2
全体 37．0 10．2 3．8 1．0 518．3 143．0
岡山 30．8 8．5 2．8 0．76 603．7 167．0



































































































































図書館 研究室 合計 図書館 研究室 合計 図書館 研究室　合計
A 9．1％ 0．78％ 9．9％ 4LO％47．3％ 88．3％ 50．7％49．3％100．0％
B 7．3 0．04 27．427．4 64．3 91．7 34．865．2　100．0
C 15．3 0 19．7 32．6 51．4 84．0 48．1 51．9　100．0
D 15．0 2．7 17．6 36．0 45．6 81．6 51．148．9　100．0
全体 ユ0．8 0．74 1L5 36．4 50．8 87．ユ 47．6 52．4　100．0




文部省 研究費 合計 文部省 研究費 合計 合計
A 9．1％ 41．0％50．7％ 0．78％ 47．3％ 49．3％ 100．0％
B 7．3 27．4 34．8 0．04 64．365．2 100．0
C 15．3 32．6 48．1 0 51．4 51．9 100．0
D 15．0 36．051．1 2．7 45．6 48．9 100．0
全体 10．8 36．4 47．6 0．7450．8 52．4 100．0


































































































B 28．1　（62．6） 16．8　（37．4） 44．9（100．0）
C 15．8　（60．5） 10．3　（39，5） 26．1（100．0）

































専任 臨時 合計 その図書館職?白?ﾌ比率
A 50．5人（59．8％）34．1人（40．3％）84．5人（100．0％） 65．7％
B 19．4　（58．1） 14．0（41．9 ） 33．4 （100．0）　　74．4
C 10．9　（54．2） 9．2 （45．8 ） 20．1 （100．0）　　77．0







） 25 （58．1 ） 43 （100．0）　　66．4
指数 35．6 73．3 50．9
　　註1）第2表と同一資料より作成．
いっそう小さい。すなわち，岡山大学は専門的業務を臨時に大きく依存して
いて，岡山大学附属図書館は臨時職員によって支えられているのである。
　第17表は図書館職員1人あたりの図書雑誌の受入数を示す。図書について
　　第17表　図書館職員1人あたり図書・雑誌受入数
図書　　　　　　　　　　　　　　　雑誌
全職員1人　　　専門的業務　　　　　全職員1人　　　専門的業務
あたり　　　　　！人あたり　　　　　あたり　　　　　1人あたり
A 512。4冊　　　　779．8冊　　　　　　137．5種　　　　209．3種
B 567．2　　　　　　　　　　　762．5　　　　　　　　　　　　　　　153．9　　　　　　　　　　　206．8
C 547．2　　　　　　　　　　　　710．6　　　　　　　　　　　　　　　　167．5　　　　　　　　　　　　217．5
D 458．1　　　　　　　　　　　　609．6　　　　　　　　　　　　　　　　121．2　　　　　　　　　　　　161．2
全体 518．3　　　　　　　　　　　　732．7　　　　　　　　　　　　　　　　143．0　　　　　　　　　　　　202．1
岡山 603，7　　　　　　　　　　　　870．5　　　　　　　　　　　　　　　　167．2　　　　　　　　　　　　240．8
指数 117．8　　　　　　　　　　　　111．6　　　　　　　　　　　　　　　　121．6　　　　　　　　　　　　115．1
　　註1）第2表と同一資料より作成．
みると，岡山大学は1人あたり603．7冊で，A規模の512．4冊と比較してかな
り多い。それは全国立の518．3冊と比較しても同様にかなり多い。専門的業
務職員1人あたりとなると870．5冊で絶対数はさらに大きくなり，同様に全
国立，A規模に比して大きい。雑誌の受入においても，全職員，専門的業務
職員のいずれにおいても1人あたりの数は同様に大きい。このように岡山大
学では図書館員1人あたりの受入数は大きいのである。
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4　図書資料購入費の在り方
　以上のような図書資料費の財源構成は，研究図書館が所蔵すべき大型（高
額）の図書資料の収書を困難とする。その解決は，根本的には文部省からの
図書館への配当を増額し，図書館の図書購入費を増やすことである。この国
の財政，予算にかかわる問題は一大学でなせることではない。しかし，現行
の枠のなかでも工夫をしているところもあり，岡山大学が独自に改善できる
ことも少なくない。この現行枠のなかで改善できることを記してみたい。
　岡山大学の収書における改善はなによりも，図書資料購入費の有効使用で
ある。その第一は，文部省からの配当経費の計画的・有効的使用である。
　1990年度に文部省から配当されたものは，学生図書購入費2184万1千円，
参考図書購入費38万3千円，特別図書購入費196万2千円，外国雑誌購入費
130万7千円が経常的なものとしてある。特別図書購入費は大学院人文・社
会科学系の4研究科に配分されるもので，外国雑誌購入費は外国雑誌の継続
購入に当てられる。学生図書購入費，参考図書購入費は，参考図書，一般図
書，指定図書に組み替えて（1990年度は225万5千円），各学部，研究室に選
書を任され，この最大部分は限りなく細分化される。細分化されずに大型の
ものが購入できる費目としては，外国図書購入費（いわゆる大型図書）であ
るがこれは毎年ではない。その他学内措置による全学共用図書（149万円）が
あるが，これは人文社会系学部と自然系学部が隔年に購入するものである。
以上若干の学内措置分をも含めた文部省からの配当額の組み替えであるが，
図書資料の購入は限りなく細分化されているといえよう。図書資料の購入は
個々の教官の個別的選択に任されることになっているが，この在り方を再検
討することが第一の課題である。
　第二は研究費などでの購入の有効的実施である。
　前述のように，岡山大学はその他経費からの配当のうち図書館備付がきわ
めて小さい。しかし少ないとはいえ，772万8千円が図書館予算となり，自然
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科学系の共同利用図書資料の購入に当てられている。このような図書館備
付，すなわち学部の枠を越えた共同部分を設け，大型の基本図書資料の収集
を追求すべきであろう。これはいわゆる研究費の集中に関わる大きな問題で
あるが，つとに「現状においては積算校費は図書館など共通部門の経費をふ
くめて文部省から配当されているものであり，図書館への拠出があたかも部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの局校費から削りとられるかのように理解すべきではない」という指摘があ
り，検討すべき課題である。そして，少なくとも学部など部局では共通費を
設けることは追求されるべきであろう。経済学部では図書充実費を設け，個
人配分研究費では購入できない大型の基本図書資料の購入に当てている。法
学部でも基本図書費が設けられている。これらがより拡大されるべきであろ
う。
　いずれにしても国立大学は共通の法律・規則によって運営されているが，
しかしそれぞれの大学において独自になし得ることも少なくないのである。
そして，このような財源・予算上の考慮・措置と平行して，収書，選択組織
が整備され，相応の選書委員会での適切な選書が行われなければならない。
それはおのずから一定の収書方針をたてるということをともなわずに行なわ
れないのであり，ここに適切な収書方針をうちたてざるを得ないであろう。
なお当然ながら集中にともなう弊害の防除が重要であることはいうまでもな
い。これは収書組織の問題として別個に検討されなければならない。その全
体的な検討は筆者にはなし得ないが，これに関連してつぎのことだけを付記
しておこう。
　筆者は岡山大学における人文社会科学系研究教育の条件整備の一環として
小論を執筆した。そして学内の積算校費の図書館への拠出の増加という各学
部のいわゆる研究費の圧縮につながる問題に論及した。この研究費の圧縮と
いうことにつながることは図書館サイドからは提起しにくいものであろうと
いうことで，あえて論及した。
　しかし，この収書問題の検討は，ここで前提とした蔵書評価それ自体を含
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めて，それぞれの個別の研究・教育を固有の領域とし，それを役割としてい
る教員のなし得ることではない。小論では本学附属図書館の蔵書体系が不十
分であるとしてきたが，実のところは蔵書構成の検討，蔵書評価はしていな
いのである。蔵書評価と収書は図書館職員の本領の一つであり，図書館職員
にしてはじめて専門的になし得ることであろう。上述のように岡山大学は図
書館職員が少なく，専任の割合が著しく小さいなど定員配置が不適切であ
る。そして1人あたり受入れ図書数の大きさに示されるように業務過多の状
況である。それに学術情報システムに対する対応などで業務内容も多様化し
てきている。そして教官の選択権は無限に大きい。こういう状況では図書館
員の収書参加は意欲があっても現実には小さくかつ困難である。図書館職員
にとって蔵書評価，収書の在り方を考えることも現実には小さくなるであろ
う。しかし，このような状況であれぽこそいっそうのこと図書館職員として
の本領が発揮できる状況がつくりだされなければならない。このことを追求
していくことが大きな課題である。
注
（1）岡山大学附属図書館は，第一級の藩政史料である旧岡山藩主池田家文書である「池田
　家文庫」のほか，美作勝山藩主三浦家文書，そして備前8，備中7，美作3の合計18件
　の地：方史料，Pfeffer文庫，大原漢籍文庫，大原農書文庫という三つの「特殊文庫」から
　なる大原文庫など，特色ある史料・文庫を所蔵していて，これが大きな特長であること
　を書き添えておきたい。
（2）図書館関係雑誌における収書に関する特集のみをとりあげてみても，「大学図書館の
　図書選択〈特集〉」（r図書館雑誌』第66巻第9号1972年9月），「図書の選択〈特集〉」
　　（r現代の図書館』第12巻第2号1974年6月），「図書館資料の収集〈特集〉」（r現代の図
　書館』第16巻第2号1978年6月），「図書の収集と選択く特集〉」（『図書館界』第31巻第
　1号1979年5月），「資料の選択はだいじょうぶく特集〉」（r学校図書館』第24巻1986年
　2月），「図書選択の現状と課題く特集〉」（r図書館雑誌』第83巻第1号1989年11月）な
　どがある。また日本図書館協会二戸館の自由に関する調査委員会編r図書館と自由　第
　10集　収書方針と図書館の自由』（1989年4月　日本図書館協会）がある。
（3）図書選択の問題は，教員に選択権の大きい国立大学の場合（選択権が大きいのは後に
　みるように財源がいわゆる研究費であることによる）ではなく，公共図書館などにおい
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　てきわめて緊張にみちた問題であろう。
（4）大学図書館における図書選択についてのものには，青木枝朗「図書選択の方針につい
　て」（r早稲田大学図書館紀要』第9号1968年3月），入交光三「大学図書館における図
　書の選択」．（r図書館雑誌』第63巻4号1969年），中島通昌「大学図書館における図書選
　択について」（『図書館学研究報告』第3号1970年12月），藤田喜六「大学図書館の蔵書
　構成と資料選択の原理的考察」（r私立大学図書館協会会報』第59号1973年4月），増田
　稔「大学図書館における図書選択方式」（r私立大学図書館協会会報』第62号1974年3
　月），藤田善一「大学図書館の集書方針」（r現代の図書館』第16巻第2号1978年6月），
　田沢恭二「大学図書館における選択機構のあり方」（『図書館界』第31巻第1号1979年
　5月），塚田吉彦「大学図書館における選書の一指針一東京学芸大学附属図書館の利用
　統計から」（r大学図書館研究』第18号1981年5月），酒井清彦「横浜国立大学附属図書
　館の図書受入システム」（『大学図書館研究』第22号1983年5月），笠覚暁「大学図書館
　における情報の収集と選択」（金子量重編r講座情報と図普館3　情報の収集と選択』
　1984年　雄山閣　第2章），高島正夫r大学図書館の運営　図書館学・情報学シリーズ
　7』（1985年　頸草書房）の第6章「大学財政と図書館予算」，河井弘志「大学図書館の
　収集方針の発展」（r大学図書館研究』第26号1985年5月），河井弘志「大学図書館図書
　選択論の成立」（1）（2）（『図書館学会年報』第31巻第4号・第32巻川1号1985年12月・
　86年3月），菅原勲「図書選択と蔵書構成づくり」（r押脚館町雑誌』第80巻第8号
　1986年6月），渋川雅俊「大学図書館における図書選択理論」（日本図書館学会研究委員
　会編r論集図書館学研究の歩み第9集　現代の図書選択理論』1989年　日外アソシ＝一
　トの第6章），和田長骨「国立大学附属図書館における資料収集方針事例と若干の問
　題」（前掲），古川肇「収書方針の構造一ある事例報告」（『図書館雑誌』第85号第12号
　1991年12月）などがある。なお河合弘志rアメリカ図書館における図書選択論の学説史
　的研究』（1987年　日本図書館協会）はアメリカにおける図書選択学説史を体系的に考
　察したものである。
（5）和田長時「国立大学附属図書館における資料収集方針事例と若干の問題」（前掲）
　126ページ。
（6）同上127ページ。
（7）同上　129ページ。
（8）r図書館白書　山口大学の教育と研究をささえる附属図書館の再建と発展をめざし
　て』（山口大学教職員組合図書館問題対策委員会1978年10月）2ページ．
附記
　　筆者はr岡山大学附属図書館報　楷』第IO号（1990年2月20日）に，「本学附属図害
　館の収書をめぐって」という小文を掲載した。紙幅の制約上十分論述できなかった
　が，ここに1990年度のデータによって改めて検討した。執筆に際しては，守屋勇夫専
　門田，中野美智子参考調査係長はじめ附属図書館の皆様から資料の収集などでご助力
　をいただいた。
一198一
